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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月14日(2021.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露出の異なる複数の画像を撮像する撮像手段と、
　前記撮像手段により撮像された露出の異なる複数の画像を合成する合成手段と、
　前記撮像手段における露出および前記合成手段における合成の制御を行うことによって
ダイナミックレンジを調整する調整処理手段と、
　前記調整処理手段によりダイナミックレンジを調整した結果前記合成手段により得られ
る画像のうち、階調に関する異常を含む領域を検出する検出手段と、
　前記検出手段の検出結果を通知する通知手段と、を有することを特徴とする撮像制御装
置。
【請求項２】
　前記合成画像のうち輝度レベルに応じた領域を区別して表示する表示手段を有すること
を特徴とする請求項１に記載の撮像制御装置。
【請求項３】
　前記表示手段に表示された画像の中の所定の領域を設定するための領域設定手段を有し
、前記調整処理は、前記領域設定手段によって設定された領域のおけるダイナミックレン
ジを広げるように調整することを特徴とする請求項２に記載の撮像制御装置。
【請求項４】
　前記領域設定手段はユーザーインターフェースを含むことを特徴とする請求項３に記載
の撮像制御装置。
【請求項５】
　前記露出の異なる複数の画像にそれぞれ異なるガンマ変換をするためのガンマテーブル
を有することを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の撮像制御装置。
【請求項６】
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　前記輝度レベルに応じた領域ごとに画像処理パラメータの設定を受付ける受付手段を有
することを特徴とする請求項２から４のいずれか一項に記載の撮像制御装置。
【請求項７】
　少なくとも前記撮像手段と前記調整処理手段とは別々の装置内に配置され、両方の装置
は通信路を介して互いに接続されていることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項
に記載の撮像制御装置。
【請求項８】
　前記調整処理手段における調整動作を事前に実行し、その結果に基づき、前記調整処理
手段の調整範囲を制限するようにしたことを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に
記載の撮像制御装置。
【請求項９】
　前記撮像手段と前記合成手段は同じ装置内に配置されていることを特徴とする請求項７
に記載の撮像制御装置。
【請求項１０】
　前記前記調整処理手段と前記合成手段は同じ装置内に配置されていることを特徴とする
請求項７に記載の撮像制御装置。
【請求項１１】
　前記通信路はネットワークを含むことを特徴とする請求項７に記載の撮像制御装置。
【請求項１２】
　前記調整処理手段は前記ダイナミックレンジの調整に応じて前記撮像手段において撮像
される複数の画像の露出条件を変更可能であることを特徴とする請求項１から１１のいず
れか一項に記載の撮像制御装置。
【請求項１３】
　前記調整処理部は、ダイナミックレンジを調整した結果前記合成手段により得られる画
像において、階調に関する異常を含む領域を前記検出手段が検出した場合に、前記調整処
理部により調整されたダイナミックレンジをもとに戻すことを特徴とする請求項１から１
２のいずれか一項に記載の撮像制御装置。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか１項に記載の撮像制御装置の各手段をコンピュータにより
実行するためのコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のコンピュータプログラムを記憶したコンピュータで読み取り可能な
記憶媒体。
【請求項１６】
　露出の異なる複数の画像を撮像する撮像工程と、
　前記撮像工程により撮像された露出の異なる複数の画像を合成する合成工程と、
　前記撮像工程における露出および前記合成工程における合成の制御を行うことによって
ダイナミックレンジを調整する調整処理工程と、
　前記調整処理工程によりダイナミックレンジを調整した結果前記合成工程により得られ
る画像のうち、階調に関する異常を含む領域を検出する検出工程と、
　前記検出工程の検出結果を通知する通知工程と、を有することを特徴とする撮像制御方
法。
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